
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3014 

令和５年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 地理総合 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 高校生の地理総合 （帝国書院） 

副教材等 世界の諸地域ＮＯＷ 2023 （帝国書院） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・教科書・資料集を用いて学習をすすめる。 

・地域ごとに特色ある人々の暮らしに着目し、他を尊重する大切さを学ぶこと。 

・多様性に富む現代に暮らす一人として、未来に向けて何をすべきか、地理総合の学習を通して

考察を深めること。 

 

２ 学習の到達目標 

・地理に関わる諸事象に関して、世界の生活文化の多様性や、防災、地域や地球的課題への取り

組みなどを理解するとともに、地図や地理情報システムなどを用いて、調査や諸資料から地理

に関するさまざまな情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付ける。 

・地理に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、位置や分布、場所、人間と自然環境と

の相互依存関係、空間的相互依存作用、地域などに着目して、概念などを活用して多面的・多

角的に考察したり、地理的な課題の解決に向けて構想したりする力や、考察、構想したことを

効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。 

・地理に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追

究、解決しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養さ

れる日本国民としての自覚、我が国の国土に対する愛情、世界の諸地域の多様な生活文化を尊

重しようとすることの大切さについての自覚などを深める。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

地理に関わる諸事象に関し
て、世界の生活文化の多様
性や、防災、地域や地球的課
題への取組などを理解して
いるとともに、地図や地理
情報システムなどを用い
て、調査や諸資料から地理
に関する様々な情報を適切
かつ効果的に調べまとめて
いる。 

地理に関わる事象の意味や
意義、特色や相互の関連を、
位置や分布、場所、人間と自
然環境との相互依存関係、空
間的相互依存作用、地域など
に着目して、概念などを活用
して多面的・多角的に考察し
たり、地理的な課題の解決に
向けて構想したり、考察、構
想したことを効果的に説明
したり、それらを基に議論し
たりしている。 

地理に関わる諸事象につい
て、国家及び社会の形成者と
して、よりよい社会の実現を
視野にそこで見られる課題
を主体的に追究、解決しよう
としている。 

評
価
方
法 

定期考査 

小テスト 

レポート 

授業観察など 

定期考査 

小テスト 

レポート 

授業観察など 

学習課題 

ワークシート 

授業観察など 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前
期 

地
図
や
情
報
シ
ス
テ
ム
と

現
代
世
界 

地球儀と地図 

a:地球儀やさまざまな図法の地図から現
代世界の姿を読み取ることを通じて、地
図や地理情報システムの役割や有用性を
理解している。 
地球儀やさまざまな図法の地図から現代
世界の姿を読み取る技能や、地図や地理
情報システムを利用する技能を身につけ
ている。 
 
b:各種の地図にはどのような特徴がある
のかや、地図や地理情報システムはどの
ように利用できるのかについて、多面的・
多角的に考察し、表現している。 
 
c:目的に応じた地図や地理情報システム
の利活用の方法について、主体的に追究
し、課題を見いだしている。 

定期考査 

 

小テスト 

 

レポート 

 

授業観察 

定期考査 

 

小テスト 

 

レポート 

 

授業観察 

学習課題 

 

ワークシ

ート 

 

授業観察 
地図と情報シ

ステム 

結
び
つ
き
を
深
め
る
現
代
世
界 

現代世界の国

家と領域 

地図からみる

国内や国家間

の結びつき 

地図からみる日

本の位置と領域 

生
活
文
化
の
多
様
性
と
国
際
理
解 

世界の地形と

人々の生活 

a:世界の多様な生活文化が、自然環境や
社会環境を背景に、互いに影響を及ぼし
合いながら形成されてきたことを理解し
ている。 
世界の生活文化の多様性の背景となるも
のや、世界の生活文化の相互関係を見い
だすための、地理的見方・考え方を身に
つけている。 
 
b:地形や気候、産業とその発展、歴史、人
の移動、他地域との結びつきに着目しな
がら、世界の生活文化の多様性がどのよ
うに形成されてきたのかについて、多面
的・多角的に考察し、表現している。 
 
c:世界の多様な生活文化を尊重し、共生
を図っていくことについて、主体的に追
究し、課題を見いだしている。 
 

定期考査 

 

小テスト 

 

レポート 

 

授業観察 

定期考査 

 

小テスト 

 

レポート 

 

授業観察 

学習課題 

 

ワークシ

ート 

 

授業観察 
世界の気候と

人々の生活 

世界の産業と

人々の生活 

世界の宗教・民

族・言語と人々

の生活 

多様な生活文

化と地理的環

境 
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後
期 

地
球
的
課
題
と
国
際
協
力 

人口問題 

 

a:地球的課題が生じている場所や要因、
課題どうしが相互に関係し合っているこ
とを理解している。 
地球的課題が生じている場所や要因、課
題どうしが相互に関係し合っていること
を見いだすための、地理的見方・考え方
を身につけている。 
 

b:地球的課題がどこで、どのように生じ
ているのかや、解決のためにどのような
取り組みがなされているのかについて、
多面的・多角的に考察し、表現している。 
 
c:持続可能な開発を実現するために必要
な取り組みや国際協力のあり方につい
て、主体的に追究し、課題を見いだして
いる。 

定期考査 

 

小テスト 

 

レポート 

 

授業観察 

定期考査 

 

小テスト 

 

レポート 

 

授業観察 

学習課題 

 

ワークシ

ート 

 

授業観察 食料問題 

都市・居住問題 

感染症・衛生問

題 

資源・エネルギ

ー問題 

地球環境問題 

自
然
環
境
と
防
災 

日本の自然環

境 

 

a:自然災害が生じる場所と要因、日本の
自然災害の特徴、生活のなかにみられる
防災・減災への取り組みを理解している。 
自然災害の発生場所や要因、日本の自然
災害の特徴、生活のなかにみられる防災・
減災への取り組みを見いだすための、地
理的見方・考え方を身につけている。 
 

b:どのような自然災害がどのような場所
で生じるのかや、日本の自然災害にはど
のような特徴があるのか、どのような防
災・減災への取り組みがなされているの
かについて、多面的・多角的に考察し、表
現している。 
 
c:自然環境には災害と恩恵の両側面があ
り、人々が生活していくうえで必要な防
災・減災に向けた備えについて、主体的
に追究し、課題を見いだしている。 

定期考査 

 

小テスト 

 

レポート 

 

授業観察 

定期考査 

 

小テスト 

 

レポート 

 

授業観察 

学習課題 

 

ワークシ

ート 

 

授業観察 

地震・津波や火

山活動による

災害と防災 

気象災害と防

災 

自然災害への

備え 

 

※表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

 

 


